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　東日本大震災を機に、子ども達への防

災教育の必要性と、地域とより強く繋

がっていく大切さを感じました。保育園

では月１回避難訓練を行っていますが、

今までの避難訓練だけで果たして子ども

達の命を守ることができるのか、という

疑問が湧いてきました。幼い子どもで

あっても災害の危険について理解し、自

分の身は自分で守ろうという意識や、災

害に応じた行動の仕方を身に付けること

はできないだろうかと考え、子どもを中

心とした防災教育に取り組むことにしま

した。

　小さい子どもですから理屈や知識だけ

でなく、頭と体の両方を使い楽しくでき

る事が大切かと思いました。そこでま

ず、避難の時の４つの約束（押さない・

走らない・喋らない・戻らない）を歌と

身振りで覚えてもらおうと、『避難訓練

の歌』を作りました。リズムに言葉を載

せて歌うラップにしたのは、楽譜がなく

ても誰でもその場ですぐに歌え、覚えや

すいからです。リズムに乗って身振りを

付けて歌うので２歳の子でも覚えられ、

子ども同士で歌い踊っている姿が見られ

ました。

　大きい子は災害についての理解やイ

メージを確かなものにするために、家や

木だけを描いてある絵に、グループで自

分たちの知っている災害の様子を自由に

描きこんでいく活動をしました。すると

救助や避難に関する絵も多く描かれてい

ました。できた絵を見合いながら、災害

の特徴や、どういう行動をするのがよい

かを話し合い考えていくことで、より具

体的な災害イメージができていきまし

た。

　災害と取るべきポーズが一致してきた
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ところで、その絵を使って全園児でゲー

ムをしてみました。ピアノに合わせて自

由に歩き保育士が絵を見せ、「家事」

「地震」などとコールしたら、考えてそ

のポーズをとるのです。目・耳・頭・体

を使ったゲームです。災害のポーズの他

にも「聞いて」のポーズや停電、ガラス

の飛散時の動きも作り、体で覚えられる

ようにしています。

　また、災害はどこでおこるかわかりま

せん。どこにいても、より安全な場所に

逃げる事が大切です。そこで安全と危険

の２種類の絵カードを作り、子どもが自

分で安全や危険だと思う場所にカードを

置きます。そこに置いた理由を聞き、皆

で検討していきます。これにより自分の

知識と実際の園舎内とを相関させていく

ことができました。普段の生活の中で繰

り返しやっていくことで、災害時にもよ

りよい行動ができ、大切な命を守れる事

を願います。

　生坂保育園は地区の避難所にもなって

います。地区住民と保育園が共に命を守

り合っていくための連携として、園庭で

保護者や園児が、地域住民と合同炊き出

し訓練をしたり、一緒に干し芋作りを

し、保存食として配布しました。また園

で防災講演会を開催し、そのＰＲに園児

達が近隣を回るなど、子どもを中心に地

域との絆を深めてきました。園児も地区

住民に親しみや信頼感を持てば、もし地

区の方が避難してきても戸惑いは少ない

のではないかと思います。

　命の大切さを知り、大切な命を守るす

べを、楽しく学び身に付けられるよう継

続して防災教育に取り組んでまいる所存

です。
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子どもが描いた地震のイメージ画
(屋根で救助を待っている)


